
 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

  
 

  

鹿嶋市立 

中央図書館 ☎ 0299-83-2510 

大野分館  ☎ 0299-69-1114 

 

 

12月のカレンダー 

年末年始休館のお知らせ 

休館期間：12月2８日(木)～1月4 日(木) 

 休館中の返却は、ブックポストをご利用ください。 

(大型絵本、相互貸借資料は開館中にカウンターへ返却お願いします。) 

 

 
12月 14日(木)から、12月 2７日(水)まで、図書の貸出 

冊数が15 冊になります。（雑誌・視聴覚資料は通常通り） 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6

：イベント ：かしまの歴史講座：天文学講座
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布施哲治先生の楽しくやさしい天文学講座 

冬の星空観望会『天体望遠鏡を作って、 
冬の夜空を楽しみましょう！』 

12月23日（土） 

16時～18時まで（15時30分開場） 
 
前半：「天体望遠鏡組立キット」を用いての、天体望遠鏡

の組立実習 
場  所：中央図書館会議室 
持ち物：天体望遠鏡組立キット ※要事前購入！ 

 
後半：冬の星空観望会 

17時頃から（進行状況により前後します） 
場  所：中央図書館前広場 
持ち物：望遠鏡（お持ちの方） 
防寒対策をお願いします。 
 

前半のみ、後半のみのご参加も大歓迎です♪ 

前半に参加される場合は、事前に以下の「天体望遠鏡組立キット」
をどちらか１点ご購入いただき、当日お持ちください。 
（書店やネットショップ等でお求めください） 

なお、初めての方には１５倍をお勧めしています。 

組立天体望遠鏡 15倍（星の手帖社） 
https://hoshinotechou.jp/products/telescope-grass/telescope/post-377/ 

組立天体望遠鏡 35倍（星の手帖社） 
https://hoshinotechou.jp/products/telescope-grass/telescope/post-385/ 

組立 

天体望遠鏡 

15倍 

（星の手帖社） 

 

組立 

天体望遠鏡 

35倍 

（星の手帖社） 

 



  

 

 

  

講座名：かしまの歴史講座 

〜名をあげた藤原の祖 藤原鎌足〜 

日 時 ：令和5年12月24日（日）14時～15時 

場 所 ：中央図書館 会議室 

講 師 ：鹿嶋市どきどきセンター職員 

定 員 ：先着40名 

持ち物：筆記用具 

 

「かしまの歴史講座」 

  今年の夏休みにご好評いただきました「かしまの歴史講座」が、 

小・中学生だけではなく、一般の方も受講いただけるようになりました。 

『マンガかしまの歴史② 藤原鎌足』の内容に沿って解説します。 

クリスマス子ども映画会 

 中央図書館 12/16（土）14：00～  

大野分館  12/23（土）14：00～  

 
おはなし会 

12月 9日（土）11:00～ 

大野シネマ館 
12月16日（土）14:00～ 

 

読みきかせの会 
12月23日（土）11:00～ 

 

 
 
 

 
かみしばい 

12月 2日（土）11:00～ 

鹿嶋の民話 
12月 3日（日）11:00～ 

おはなし会 

12月 9日（土）14:00～ 
 

読み聞かせの会 
12月20日（水）14:30～ 

 

 

大野分館 中央図書館 
定例イベント 



 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

  
今月のおすすめは…… 

『サラと魔女とハーブの庭』 

七月 隆文/著  
宝島社（F/913.6/ﾅ）  

次の図書館だよりの発行は1月5日(金)です。 

  

「大人になんてなりたくない」と思った経験が、あなたにもあるの

ではないでしょうか。人は大人になるにつれ、様々なものを手に入れ

ると同時に、何か大切なものを失っていくのかもしれません。 

このお話の主人公は、大人への階段をのぼり始めた中学生の女の子。

周りに馴染めず不登校となった女の子は、失ったものをもう一度取り

戻すため、ハーブショップを営む祖母の家に滞在することに。昔から

そばにいたはずの、自分だけにしか見えない友達“サラ”を探して…。 

度々登場するハーブティーやお洒落な料理。祖母との毎日に心躍ら

せ満たされていく一方で、来店客との交流を通して揺れ動かされる感

情。徐々に燻っていくある想い。“サラ”とは一体何者か。子供のまま

でいたいと願った女の子が最後に下した決断とは。 

思春期ならではの曖昧さと繊細さが交差する。そんな主人公の複雑

な心情に触れた瞬間、きっとあなたが子供だった頃の記憶が蘇り、懐

かしさや優しさで胸がいっぱいになることでしょう。 

「大人であること」に疲れてしまったとき、心の休息が欲しいとき、

香り豊かなハーブティーと共に、この一冊を味わってみませんか。ハ

ーブの残り香と“スーッコ”な読後感が、あなたをそっと包み込んで

くれますように。 

(2023.11 ぬん。） 

 

 


